
一
三
～
一
四
年
度
地
公
退
統
一
要
求
（
案
）

１�　

憲
法
第
二
五
条
の
生
存
権
理
念
を
基
礎
に
社
会
保
障
諸
制
度
及
び
地
域
福

祉
施
策
を
確
立
す
る
こ
と
。

２　

年
金
に
つ
い
て

　

⑴�　

年
金
制
度
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
多
く
の
加
入
者
を
持
つ
超
長
期
の

制
度
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。
そ
の
改
善
・
改
革
は
実
証
に
基
づ

く
緻
密
な
設
計
と
丁
寧
な
合
意
形
成
に
よ
る
こ
と
。
ま
た
、
被
保
険
者
・

年
金
受
給
者
の
意
見
反
映
を
保
障
す
る
こ
と
。

　

⑵�　

「
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
」
の
課
題
と
さ
れ
た
「
全
国
民
共
通

の
所
得
比
例
年
金
の
創
設
・
税
を
財
源
と
す
る
最
低
保
障
年
金
」
を
内
容

と
す
る
「
新
し
い
年
金
制
度
の
創
設
」
は
、
制
度
化
に
多
く
の
問
題
が
あ

る
こ
と
を
認
識
し
て
、
撤
回
の
方
向
で
検
討
す
る
こ
と
。

　

⑶�　

短
時
間
労
働
者
の
被
用
者
年
金
加
入
を
抜
本
的
に
拡
大
す
る
こ
と
。
地

方
自
治
体
に
働
く
非
常
勤
職
員
・
臨
時
職
員
が
被
用
者
年
金
に
加
入
で
き

る
よ
う
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

⑷�　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
制
度
に
よ
る
既
裁
定
年
金
額
調
整
に
つ
い
て
、

名
目
年
金
額
を
減
額
す
る
制
度
に
変
更
し
な
い
こ
と
。
基
礎
年
金
を
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
対
象
外
と
す
る
こ
と
。

　

⑸�　

地
方
公
務
員
共
済
長
期
積
立
金
に
つ
い
て
、
国
連
が
提
唱
す
る
「
責
任

投
資
原
則
（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）
」
の
趣
旨
に
沿
っ
た
運
用
を
拡
充
す
る
こ
と
。

３　

介
護
基
盤
整
備
に
つ
い
て

　

�　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
認
知
症
高
齢
者
施
策
、
高
齢
者
住
宅
な
ど
不
足

し
て
い
る
介
護
基
盤
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
今
後
の
需
要
増
を
見
込
ん
で

計
画
的
整
備
・
充
足
を
図
る
た
め
、
適
切
な
財
政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　

�　

特
に
東
日
本
大
震
災
被
災
地
域
に
お
け
る
介
護
基
盤
の
復
旧
・
整
備
を
急

ぐ
こ
と
。

４　

生
活
保
護
に
つ
い
て

　

�　

二
〇
一
三
年
度
予
算
で
生
活
保
護
基
準
を
切
り
下
げ
た
こ
と
、
お
よ
び
法

改
正
に
よ
り
申
請
者
・
受
給
者
の
権
利
を
抑
制
す
る
こ
と
は
、
市
民
生
活
・

地
方
自
治
体
の
諸
施
策
に
大
き
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。

　
　

関
係
省
庁
と
調
整
し
て
速
や
か
に
復
元
す
る
こ
と
。

５　

税
制
に
つ
い
て

　

�　

公
的
年
金
か
ら
の
個
人
住
民
税
の
特
別
控
除
は
希
望
者
の
み
を
対
象
と
す

る
こ
と
。

６　

社
会
保
障
・
税
番
号
に
つ
い
て

　

⑴�　

「
社
会
保
障
・
税
番
号
」
に
つ
い
て
は
、
技
術
・
倫
理
両
面
か
ら
個
人

情
報
の
漏
洩
・
改
竄
を
防
止
す
る
仕
組
み
を
確
立
す
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、

侵
害
が
生
じ
た
場
合
の
制
裁
・
補
償
の
ル
ー
ル
を
予
め
明
示
す
る
こ
と
。

　

⑵�　

「
社
会
保
障
・
税
番
号
」
の
目
的
は
個
人
を
特
定
す
る
こ
と
に
限
定
し
、

社
会
保
障
の
負
担
と
給
付
に
関
す
る
「
社
会
保
障
の
個
人
会
計
」
と
は
将

来
に
わ
た
っ
て
完
全
に
遮
断
す
る
こ
と
。

７　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

　

�　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
入
は
、
国
民
健
康
保
険
を
軸
と
す
る
公
的
国
民
皆
保
険
・
自
主

　
地
公
退
は
、
七
月
二
六
日
に
開
催
す
る
第
四
四
回
定
期
総
会
に
む
け
て
運
動
方
針
な
ど
の
議
案
を
組
織
討
議
に
付
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
は
厚
生
労

働
省
・
財
務
省
に
関
連
す
る
事
項
は
退
職
者
連
合
の
要
求
に
収
斂
し
、
総
務
省
に
係
る
事
項
を
地
公
退
独
自
の
統
一
要
求
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
二
〇
〇
九
年
の
政
権
交
代
後
開
始
し
た
三
年
間
の
対
総
務
省
協
議
は
、
仲
介
の
労
を
と
ら
れ
た
武
内
則
男
参
議
院
議
員
の
尽
力
も
得
て
、
円
滑
か
つ

実
効
性
あ
る
協
議
と
な
っ
た
。
今
年
は
新
た
な
環
境
で
の
協
議
と
な
る
。
要
求
の
意
思
統
一
を
深
め
て
、
実
効
あ
る
協
議
を
継
続
で
き
る
よ
う
取
り
組

む
方
針
と
し
て
い
る
。

共
済
・
郵
貯
簡
保
等
を
危
機
に
さ
ら
す
と
と
も
に
農
林
水
産
業
に
打
撃
を
与

え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
�　

ま
た
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
条
項
が
合
意
・
発
動
さ
れ
れ
ば
、
地
域
産
業
育
成
の
た

め
の
優
先
発
注
・
環
境
規
制
な
ど
の
国
内
ル
ー
ル
よ
り
外
国
の
投
資
家
の
利

益
を
優
先
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
考
慮
し
、
関
連
省
庁
と
協

議
し
て
参
加
交
渉
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
。

８　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
原
子
力
発
電
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

⑴�　

従
前
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
抜
本
的
に
見
直
す
立
場
で
関
連
省
庁
と
協

議
す
る
こ
と
。

　
　

①�　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
地
方
分
権
を
進
め
る
こ
と
。

　
　

②�　

市
民
と
と
も
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
型
社
会
構
造
・
生
活
構
造
を
変

革
し
、
需
要
に
合
わ
せ
る
供
給
か
ら
供
給
に
合
わ
せ
る
需
要
に
転
換
す

る
こ
と
。

　
　

③�　

再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
・
普
及
を
進
め
、
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
を
図
る
こ
と
。

　

⑵�　

地
方
自
治
体
と
協
力
し
て
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
を
徹
底
的
に
検

証
・
点
検
し
て
情
報
公
開
す
る
こ
と
。
原
子
力
発
電
に
依
存
し
な
い
社
会

を
め
ざ
し
、
新
た
な
原
子
力
発
電
所
は
建
設
し
な
い
こ
と
。
休
止
し
た
炉

は
原
則
的
に
再
稼
働
せ
ず
、
計
画
的
に
廃
炉
と
す
る
こ
と
。
原
発
の
設

置
・
稼
働
に
関
す
る
検
討
は
事
故
時
に
影
響
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
全

て
の
自
治
体
を
当
事
者
と
す
る
こ
と
。

　

以　
　

上　

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
加
入
申
し
込
み

　

地
公
退
は
こ
れ
ま
で
も
平
和
・
人
権
・
環
境
を
運
動
の
重
要
課
題
と
位
置
付

け
、
可
能
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
さ
ら
に
運
動
を
具
体
化
す
る
た
め
、

五
月
一
七
日
の
第
四
回
役
員
会
で
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
・
人
権
・
環
境
（
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
）
」
に
組
織
加
入
し
て
連
携
の
広
が
り
を
作
る
こ
と
を
決
定
し
、

加
入
手
続
き
を
と
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
歓
迎
を
表
明
し
、
直
近
の
機
関
会
議
で
加

入
承
認
の
手
続
き
を
と
る
こ
と
、
手
続
き
完
了
ま
で
の
間
も
加
入
組
織
に
準
ず

る
扱
い
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

地
公
退
の
組
織
性
格
か
ら
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
取
り
組
ん
で
い
る
広
範
な

運
動
の
す
べ
て
に
参
画
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
一
歩

ず
つ
運
動
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
次
の
加
入
は
中
央
組
織
の
取
り
扱
い
だ
が
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
は
各
地
域

の
取
り
組
み
が
基
本
と
な
る
。
地
公
退
構
成
組
織
の
地
域
組
織
が
、
各
地
域
の

平
和
運
動
な
ど
と
の
連
携
を
進
め
て
、
よ
り
具
体
的
な
活
動
展
開
を
進
め
る
こ

と
も
期
待
さ
れ
る
。

憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
　
参
議
院
選
挙
勝
利

地
公
退
統
一
要
求
（
案
）
討
議
中

No.113
2013.6.27



安
倍
政
権
の
憲
法
改
悪
・
原
発
推
進
路
線
と
対
決
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
・
人
権
・
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
同
代
表
　
　
福
　
山
　
真
　
劫　

Ⅰ
　
地
公
退
の
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
加
盟
を
大
歓
迎

　

�　

今
回
地
方
公
務
員
退
職
者
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
・
人

権
・
環
境
に
加
盟
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
地
公
退
は
、
運
動

方
針
で
「
二
、
平
和
と
人
権
・
環
境
を
守
り
ま
す
」
と
し
て
い
ま
す
。
大
歓

迎
で
す
。
特
に
地
公
退
の
皆
さ
ん
方
は
、
全
国
組
織
で
あ
り
、
運
動
上
で
は
、

大
先
輩
で
す
。
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
組
織
と
運
動
が
必
ず
活
気
づ
く
と
思
い

ま
す
。

　

�　

一
九
九
九
年
に
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
「
戦
争
も
核
も
な
い
平
和
な
、
人

権
が
遵
守
さ
れ
環
境
保
護
が
確
立
さ
れ
た
二
一
世
紀
」
「
憲
法
理
念
を
生
か

し
、
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
人
々
と
連
帯
」
（
規
約
三
条
）
を

め
ざ
し
て
発
足
し
、
今
年
で
一
三
年
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
現
在
は
旧
総
評

の
流
れ
を
く
む
労
働
団
体
、
Ｉ
女
性
会
議
、
部
落
解
放
同
盟
な
ど
二
九
団
体

で
構
成
す
る
全
国
組
織
で
あ
り
、
中
央
、
地
方
連
携
し
て
の
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

�　

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
政
策
実
現
の
た
め
、
民
主
党
や
社
民
党
な
ど
の
政

党
と
連
携
し
、
連
合
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
団
体
、
平
和
団
体
、
人
権
団
体
、

憲
法
擁
護
団
体
、
脱
原
発
団
体
、
市
民
と
の
連
帯
の
輪
を
大
き
く
拡
大
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

Ⅱ
　
安
倍
政
権
の
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
・
憲
法
改
悪
路
線
と
対
決
す
る

　

①　

右
傾
化
す
る
安
倍
政
権
と
の
対
決

　
　

�　

昨
年
一
二
月
、
衆
議
院
選
挙
で
「
日
本
を
取
り
戻
す
・
戦
後
レ
ジ
ー
ム

か
ら
の
脱
却
・
憲
法
改
悪
を
め
ざ
す
」
と
し
た
自
民
党
が
勝
利
し
、
安
倍

政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。
ま
た
改
憲
勢
力
が
衆
議
院
で
三
分
の
二
を
大
き

く
超
え
る
議
席
数
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
　

�　

安
倍
政
権
は
、
「
日
本
の
戦
争
責
任
」
、
「
侵
略
と
植
民
地
支
配
」
の
歴

史
を
修
正
し
、
も
う
一
度
軍
事
大
国
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
動
き
に
対
し
て
中
国
、
韓
国
か
ら
の
強
い
批
判
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

欧
米
の
マ
ス
コ
ミ
も
、
日
本
の
右
傾
化
に
対
し
て
警
告
を
続
け
、
五
月
一

日
の
米
議
会
の
調
査
報
告
書
で
は
、
「
安
倍
総
理
は
国
家
主
義
者
で
超
国

粋
主
義
者
の
政
治
家
を
閣
僚
に
任
命
、
民
族
主
義
的
な
思
想
や
歴
史
修
正

主
義
に
基
づ
い
た
言
動
や
政
治
」
を
行
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
　

�　

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
安
倍
内
閣
の
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
、

「
歴
史
の
修
正
」
、
「
河
野
、
村
山
談
話
の
修
正
」
、
教
育
へ
の
介
入
・
教
科

書
の
改
ざ
ん
、
靖
国
公
式
参
拝
に
反
対
し
ま
す
。
政
府
に
対
し
て
、
加
害

者
の
立
場
を
踏
ま
え
、
正
し
い
歴
史
認
識
を
も
ち
、
戦
後
補
償
で
残
さ
れ

て
い
る
日
本
軍
慰
安
婦
・
強
制
連
行
課
題
の
解
決
を
求
め
ま
す
。
ま
た
朝

鮮
高
校
授
業
料
無
償
化
実
現
に
む
け
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
八

月
一
五
日
「
平
和
を
誓
う
集
会
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

②　

憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い

　
　

�　

自
民
党
の
憲
法
草
案
は
、
現
行
憲
法
の
「
天
賦
人
権
説
に
基
づ
く
規
定

ぶ
り
を
全
面
的
に
見
直
す
」
と
し
て
、
前
文
、
国
民
主
権
の
項
、
九
条
、

基
本
的
人
権
の
項
、
九
六
条
な
ど
、
現
憲
法
の
真
髄
の
改
悪
を
狙
っ
て
い

ま
す
。
と
り
わ
け
安
倍
首
相
に
よ
り
主
張
さ
れ
た
「
九
六
条
の
先
行
改

悪
」
は
、
欧
米
の
民
主
主
義
の
到
達
点
で
あ
る
「
憲
法
は
権
力
を
縛
り
、

制
限
す
る
も
の
」
と
す
る
立
憲
主
義
の
否
定
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
公

務
員
の
労
働
三
権
に
つ
い
て
は
「
法
律
で
制
限
す
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
民
党
は
参
議
院
選
挙
後
一
気
に
改
憲
に
動
き
出
す
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
私
た
ち
は
、
憲
法
理
念
を
実
現
す
る
立
場
か
ら
、
そ
う
し
た
改
憲
を

絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。

　
　

�　

世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
九
条
の
改
憲
と
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
合
憲
化

反
対
が
現
在
は
多
数
派
で
す
が
、
安
倍
政
権
と
改
憲
勢
力
は
、
軍
事
的
緊

張
を
あ
お
り
、
危
機
意
識
を
作
り
上
げ
、
世
論
を
改
憲
に
誘
導
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。　

　
　

�　

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
毎
年
「
憲
法
理
念
の
実
現
を
め
ざ
す
大
会
」
（
略

称
護
憲
大
会
）
に
取
り
組
み
、
今
年
は
沖
縄
で
一
一
月
第
五
〇
回
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
改
憲
に
反
対
し
、
憲
法
を
擁
護
し
よ
う
と
多
く
の
人
々
、

団
体
に
よ
っ
て
、
運
動
が
多
様
な
形
を
と
り
な
が
ら
全
国
各
地
で
拡
大
し

て
い
ま
す
。
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
そ
の
一
翼
を
担
い
ま
す
。

　

③　

軍
事
大
国
化
で
は
な
く
、
平
和
共
存
へ
の
道
を

　
　

�　

二
〇
〇
五
年
、
日
米
両
政
府
は
、
「
日
米
同
盟
・
未
来
の
た
め
の
変
革

と
再
編
」
を
合
意
し
、
現
在
日
米
の
安
保
体
制
を
再
編
成
中
で
す
。
主
要

な
ポ
イ
ン
ト
は
、
日
本
の
自
衛
隊
を
さ
ら
に
米
軍
の
戦
略
の
中
に
組
み
込

む
こ
と
と
沖
縄
県
名
護
市
辺
野
古
に
新
た
に
米
軍
基
地
を
建
設
す
る
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
安
倍
政
権
は
減
少
を
続
け
て
い
た
防
衛
費
の
増
額
を
図

る
と
同
時
に
新
防
衛
大
綱
の
作
成
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
の
合
憲
化
に

踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
軍
事
的
緊
張
関
係
を
高
め
る

政
策
で
は
な
く
、
軍
縮
・
平
和
の
確
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
　

� 
 

ま
た
尖
閣
列
島
や
竹
島
、
北
方
領
土
な
ど
領
土
問
題
を
巡
り
、
中
国
・

韓
国
・
ロ
シ
ア
と
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
東
ア
ジ
ア

平
和
共
同
体
を
構
想
し
、
信
頼
と
対
話
に
よ
る
解
決
を
求
め
ま
す
。

　

④　

沖
縄
と
連
帯
し
て

　
　

�　

沖
縄
に
は
今
な
お
米
軍
基
地
が
全
土
に
展
開
し
、
さ
ら
に
安
倍
政
権
は
、

県
民
の
反
対
を
押
し
切
り
、
辺
野
古
へ
の
米
軍
新
基
地
建
設
の
強
行
と
同

時
に
、
普
天
間
基
地
に
オ
ス
プ
レ
イ
を
強
行
配
備
し
、
訓
練
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
態
の
中
で
、
沖
縄
県
民
は
毎
年
五
月
に
平
和
行
進

を
続
け
る
と
同
時
に
普
天
間
即
時
返
還
・
辺
野
古
新
基
地
建
設
阻
止
、
オ

ス
プ
レ
イ
の
強
行
配
備
・
訓
練
反
対
、
地
位
協
定
の
改
定
の
運
動
を
県
民

ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　

�　

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
沖
縄
県
民
と
連
帯
し
て
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅲ
　
東
ア
ジ
ア
に
非
核
平
和
地
帯
の
確
立
を

　

�　

原
水
禁
運
動
は
、
核
兵
器
廃
絶
・
脱
原
発
・
被
爆
者
支
援
を
三
本
柱
と
し

て
、
八
月
の
広
島
、
長
崎
の
世
界
大
会
を
中
心
と
し
て
、
連
帯
の
輪
を
広
げ

な
が
ら
、
全
国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

�　

世
界
に
は
現
在
一
四
〇
〇
〇
発
の
核
兵
器
が
配
備
さ
れ
、
終
末
時
計
は
五

分
前
を
さ
し
て
い
ま
す
。
核
軍
縮
は
世
界
の
平
和
・
核
軍
縮
勢
力
と
連
帯
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
を
基
本
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
平
和

市
長
会
の
取
り
組
み
と
も
連
帯
し
ま
す
。
東
北
ア
ジ
ア
で
の
非
核
地
帯
化
構

想
を
実
現
す
る
た
め
、
北
朝
鮮
の
「
核
兵
器
保
有
」
に
反
対
す
る
と
同
時
に
、

日
本
も
「
米
国
の
核
の
傘
」
か
ら
の
離
脱
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
日
本
の
保

有
す
る
四
四
ト
ン
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
廃
棄
を
求
め
ま
す
。

　

�　

現
在
被
爆
者
手
帳
の
保
有
者
は
約
二
一
万
人
で
す
。
し
か
し
長
崎
の
「
被

爆
体
験
者
課
題
」
、
広
島
の
「
黒
い
雨
課
題
」
、
「
二
世
・
三
世
課
題
」
な
ど

多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
被
爆
者
の
権
利
確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
在
外
被
爆
者
、
と
り
わ
け
北
朝
鮮
在
住
の
被
爆
者
支
援
を
強
め
ま
す
。

Ⅳ
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
を

　

�　

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
、
東
日
本
大
地
震
に
よ
り
、
東
電
福
島
原
発
は

過
酷
事
故
を
起
こ
し
、
放
射
能
を
環
境
に
ば
ら
ま
き
ま
し
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
と
同
じ
レ
ベ
ル
七
、
放
出
さ
れ
た
セ
シ
ウ
ム
は
東
電
調
べ
で
も
広
島
原

爆
の
約
四
〇
二
三
個
分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
一
六
万
人
を
超
え
る

人
が
避
難
し
た
ま
ま
で
、
事
故
の
原
因
も
究
明
で
き
ず
、
収
束
の
め
ど
は

立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
原
子
力
ム
ラ
が
う
そ
と
や
ら
せ
で
作
り
上
げ
た
「
原
発

の
安
全
神
話
」
は
崩
壊
し
、
「
人
類
と
核
は
共
存
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

�　

民
主
党
政
権
で
は
、
二
〇
三
〇
年
代
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
方
針
を
確
認
し

ま
し
た
が
、
安
倍
政
権
は
、
原
発
再
稼
働
、
も
ん
じ
ゅ
・
再
処
理
工
場
の
稼

働
・
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
な
ど
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
政
策
の
推
進
、
新
規

原
発
の
建
設
、
原
発
の
輸
出
に
向
け
て
走
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

�　

私
た
ち
は
、
脱
原
発
の
立
場
か
ら
、
そ
う
し
た
路
線
と
対
決
し
、
政
策
の

転
換
を
求
め
て
闘
い
ま
す
。

　

�　

東
電
の
福
島
原
発
事
故
以
後
脱
原
発
を
め
ざ
す
広
範
な
市
民
運
動
が
全
国

各
地
で
高
揚
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
一
〇
〇
〇
万
人

実
行
委
員
会
」
の
一
翼
を
担
っ
て
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅴ
　
参
議
院
選
挙
で
は
、平
和・民
主
主
義・憲
法
擁
護・脱
原
発
勢
力
の
前
進
を

　

七
月
参
議
院
選
挙
の
最
大
の
焦
点
は
、
改
憲
を
め
ざ
す
政
党
が
三
分
の
二
を

占
め
る
か
ど
う
か
で
す
。
私
た
ち
は
、
自
民
党
、
日
本
維
新
の
会
、
み
ん
な
の

党
な
ど
の
改
憲
政
党
に
絶
対
負
け
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
日
本
の
未
来
を

彼
ら
に
ゆ
だ
ね
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
何
と
し
て
も
、
憲
法
擁
護
、
脱
原

発
、
格
差
社
会
反
対
、
沖
縄
と
の
連
帯
な
ど
平
和
と
民
主
主
義
を
掲
げ
る
民
主

党
、
社
民
党
な
ど
の
躍
進
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。


